
部門経営責任者 経済振興部長 若　澤　美　義

本部門は組織一体となって、下記の業績目標の達成に取組みます。
上記目標の達成状況は、原則として平成23年9月までに報告します。

平成22年度　もてなし政策部門業績目標

事業名称等

食育推進計画策定事業

事
業
分
類

事業名称等

達成
目標

829

6,086

5,257
各地域営業回数：各旅行会社本社（東京）4回、中部3回、関西2回、東北1回

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

その他
の課題

５つの
宣　言

営業開発課

部 経済振興部

部門

人件費相当額
(千円)

課

事業名称等

○

本年度（平成２２年度）の事業目標

3

管理

No.

通番

51

事業
内容

52

　宿泊客の増加と将来の再訪促進のため、修学旅行商戦に合わせ、中部・関西方面
の中学校を中心とした各地域の各旅行会社への提案営業を行い、平成24年度に実施
される教育旅行を誘致します。

教育旅行誘致事業

通番
実　施
計　画

事業費総額
(千円)

No.

通番
事
業
分
類（仮称）三浦バイオマスセンター整備支援事業2

本年度（平成２２年度）の事業目標
もてなし

達成
目標

管理

概要版等ＰＲ印刷物の作成

　安定したし尿等の処理及びバイオマスの化石燃料代替によるCO2の削減を図るた
め、三浦バイオマスセンターを核として、メタン発酵設備による処理過程において
バイオマス資源の有効活用を図ると共に堆肥を生産し農地還元による資源循環の取
組を進めます。

三浦バイオマスセンターにおけるし尿等の処理

達成
目標

もてなし総務室

○

事業
内容

その他
の課題

もてなし総務室

部門

経済振興部

　健全な食生活の実現を通じた健康の増進と豊かな人間形成を目的に平成21年度に
策定した食育推進計画の周知を進めます。

もてなし

No.

管理

501 ○

本年度（平成２２年度）の事業目標

1,326

96

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

1,230

課

部

５つの
宣　言

事業
内容

経済振興部部

181

2,948

事業費
(千円)

2,767

５つの
宣　言

事
業
分
類

その他
の課題

実　施
計　画

○

部門

課

事業費
(千円)

もてなし

1



その他
の課題

○

経済振興部

事
業
分
類

５つの
宣　言

部門 もてなし

部

課

事業費
(千円)

富士箱根伊豆国際観光テーマ地区神奈川県協議会/商談会実施　2回

事業名称等
管理

　旅行業者等への営業を実施し、協働して旅行商品の開発を行い、県や三浦半島観
光連絡協議会等の近隣自治体と協働して誘客営業活動を実施します。
　首都圏域からの誘客増を図るため、首都圏主要駅にて観光キャンペーンを実施し
ます。

通番

No.

管理通番

534

事業名称等

55

管理

7 三浦市東京支店事業

本年度（平成２２年度）の事業目標

56

　シティーセールスを推進するため、明治大学との官学連携及び神田地区との地域
連携による三浦市東京支店「なごみま鮮果」の運営をサポートし、三浦市に関する
積極的な情報の受発信を実施します。

本年度（平成２２年度）の事業目標

4,176

実　施
計　画

営業開発課

人件費相当額
(千円)達成

目標

7,993

事業費総額
(千円)

8,224

営業開発課

3,136

231

事業
内容

年間営業日数：238日
年間イベント等出展数：12回

No.

通番

課

事業名称等

6

事
業
分
類

通番

部門

人件費相当額
(千円)

事業費
(千円)

　映画・ドラマ・ＣＭを通じた三浦市の露出によるシティセールスを狙いとして、
みうら映画舎への協働支援を行い、市内各所で撮影を行う映像制作者への支援を推
進します。

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

営業開発課

本年度（平成２２年度）の事業目標

1,915

経済振興部

3,966

もてなし

事業
内容

部門

管理

No.

達成
目標

545

5,881

実　施
計　画

もてなし

達成
目標

事業
内容

年間撮影日数　270日

５つの
宣　言

○

1,040

部 経済振興部

フィルムコミッション推進事業

その他
の課題

○

５つの
宣　言

実　施
計　画

旅行企画 商品化本数：13本
観光キャンペーン実施回数：１回

実　施
計　画

事
業
分
類

課

事業費総額
(千円)

部

事業費
(千円)

その他
の課題

部門 もてなし

○

５つの
宣　言

668

ようこそ　みうら！インバウンド推進事業

事業費総額
(千円)

その他
の課題

2,789

経済振興部

課

人件費相当額
(千円)

事業
内容

　外国人観光客の誘致を目指して、国が推進するビジット・ジャパン事業に合わ
せ、富士箱根伊豆国際観光テーマ地区神奈川県協議会事業の中で誘客事業に取り組
みます。

事業費
(千円)

○

部

営業開発課

2,121

誘客営業事業

達成
目標

事業名称等 事
業
分
類

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

2



事業名称等

経済振興部

事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

3,348

営業開発課

人件費相当額
(千円)

3,289

もてなし

部

　平成20年度と平成21年度の運行実験結果を踏まえ、さらなる検討・研究を行い、
本市における海上交通のあり方についての結論を取りまとめた上で、関係機関と協
議しながら海運事業者へ事業参入を要請します。

海上交通実験プロジェクト事業

No.

202

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

11

通番 管理
事業名称等

課

8,380

経済振興部

課

その他
の課題

もてなし

５つの
宣　言

みうら夜市事業

事
業
分
類

営業開発課

11,190

○

その他
の課題

実　施
計　画

26,190

5,380

15,000

事業
内容

管理

事業
内容

通番 管理

No.

599

本年度（平成２２年度）の事業目標

　「かながわの名産１００選」の中で２０品目を占める三浦の特産品や、三崎下町
に残る昭和の風情をコンテンツとして、第２回目となるみうら夜市を開催します。
　実施にあたっては、「地産地食」と「昭和浪漫」をコンセプトに、滞在時間の延
長を図り、観光消費額の増加や宿泊への誘導等、三浦の食を活かしたイベントを通
じてみうらファンの獲得と地域活性化を目指します。

60

事
業
分
類

部

本年度（平成２２年度）の事業目標

大会実施回数：1回

部門

達成
目標 事業費総額

(千円)

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

部

　平成23年3月6日（日）に第29回2011三浦国際市民マラソンを実施します。
　大会実施にあたっては、ホノルルマラソン姉妹提携レースや“みうらの食”を中
心としたサブイベントを充実しながら、みうらファンの増加を目指します。

10

人件費相当額
(千円)

○

通番

営業開発課

実　施
計　画

事
業
分
類

実　施
計　画

三浦国際市民マラソン事業

課

事業名称等

7,593

1,050

　三浦市内の農業、水産業及び関係団体などにより構成される、三浦市地場産品消
費拡大協議会と協働し、かながわの名産100選選定商品中20品目を占める豊富な特
産品と、市内観光資源を合わせた、オール三浦市としてのＰＲ事業を実施し、地場
産品の消費拡大、新規流通の発生及びみうらファンの獲得を図ります。
　事業の実施にあたっては、出展イベントの効果を毎回検証し、より効果的な事業
を選択していきます。

５つの
宣　言

物産展等実施回数：年間　13回

もてなし

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

部

8,643

○

経済振興部

５つの
宣　言

実　施
計　画

事
業
分
類

部門

営業開発課

事業費
(千円)

3,000

もてなし

○

５つの
宣　言

部門

58

達成
目標

No.

達成
目標

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

8

59

達成
目標

海運事業者等への参入要請

部門

みうら夜市の実施　年1回

事業費
(千円)

経済振興部

課

事業費総額
(千円)

その他
の課題

地場産品消費拡大対策事業

その他
の課題管理

No.
事業名称等

通番

3



14

通番

事業名称等 事
業
分
類 ○

部

事業費総額
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

64

地域観光振興・情報発信事業

部門
　中小企業の経営健全化と事業拡大による市内経済の活性化を図るため、神奈川県
信用保証協会の保証を受けて三浦市中小企業振興資金及び神奈川県小規模事業資金
の融資を受けた事業者に対し、信用保証料の1/2、限度額5万円の助成を行います。

中小企業信用保証料補助事業

事業名称等

５つの
宣　言

事業費
(千円)

部

もてなし

○

362

三浦ブランド認定数：10件
出展回数：20回

部門

　中小企業者等が資金を借りやすくするため、市内４金融機関７支店に対して、融
資の原資となる資金の預託を行います。
　金融機関は、その資金を一定の協調にて中小企業者等に年利2.2％以内、貸付限
度額1,000万円、貸付期間7年以内、資金使途を設備資金、運転資金とする条件で融
資を行います。 課

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

部門
本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

経済振興部

商工観光課

その他
の課題

12

No.

通番
事
業
分
類

５つの
宣　言

達成
目標

人件費相当額
(千円)

管理

No.

融資金額：20,834千円
400

事業名称等 事
業
分
類

21,241

270

もてなし

実　施
計　画

商工観光課課

その他
の課題

経済振興部部

92

イベント件数：５件　協議会の開催：２回　幹事会の開催：２回以上　エリアマッ
プ作製・配架：１０万部（三浦海岸５万部　三崎口５万部） 7,870

12,104

課 商工観光課

4,234

人件費相当額
(千円)

事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標
部門

15

事業
内容

　市内への来遊者の増加を図り、地域の観光行事として各地域における市民交流の
場を創出することをねらいとして、地域観光行事（道寸祭り・白秋まつり・三浦海
岸納涼まつり・鉄火巻寿司づくり大会）や三崎港町まつり等のイベントに対する支
援を行います。
　また、集客促進に係る観光情報の発信のひとつとして三浦海岸駅周辺及び三崎口
駅周辺のエリアマップを作成し、京急沿線の11駅に配架します。

もてなし

経済振興部

65

実　施
計　画管理

５つの
宣　言

その他
の課題

No.

通番

部

事業費
(千円)

1,383

課 商工観光課

経済振興部

3,827

達成
目標

補助件数：74件 人件費相当額
(千円)

2,444

もてなし

20,841

５つの
宣　言

事業費
(千円)

その他
の課題

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

○

通番 管理

○13 63

実　施
計　画

事業名称等 事
業
分
類中小企業融資事業

No.

62

管理

達成
目標

三浦ブランド商品販売促進支援事業

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

　三浦市の知名度と市内商業者の販売力の向上を図るため、三浦ブランド商品認定
事業者協議会が実施する「三浦ブランド商品販売促進事業」を支援します。

4



事業費総額
(千円)

1,482

400
達成
目標

補助件数：50件 人件費相当額
(千円)

部 経済振興部

事業費
(千円)

　中小企業者等への支援として、中小企業の振興と従業員の福祉向上及び雇用の安
定を図るため、中小企業が負担する退職金共済掛金の一部を助成します。

1,082

課

もてなし部門

18

その他
の課題

事業名称等 事
業
分
類中小企業退職金共済掛金補助事業

５つの
宣　言

実　施
計　画

69

事業費総額
(千円)

67

部

部門

事業
内容

実　施
計　画

No.

68

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

下町・城ヶ島地区再生プロジェクト事業

　下町・城ヶ島地区の活性化をねらいとして平成21年度に策定した「下町・城ケ島
地区活性化方策」に基づき、公募型の活性化事業の実施に対する助成を行います。
また、下町・城ケ島地区活性化事業推進会議において、活性化事業の事業採択及び
進捗状況の把握を行います。

課

事業名称等

勤労者福利共済融資預託事業

事
業
分
類

事業費総額
(千円)

経済振興部

○

事業費
(千円)

もてなし

1,564

商工観光課

17

事業費総額
(千円)

○

No. 実　施
計　画

経済振興部

事業名称等

達成
目標

課

本年度（平成２２年度）の事業目標
部門

事
業
分
類

商工観光課

その他
の課題

　三崎地区の観光案内機能の充実や来遊観光客の利便性の向上を図るため、うらり
内のインフォメーションコーナーで観光案内を行う観光ボランティアを支援しま
す。

事業費
(千円)

もてなし

事
業
分
類

その他
の課題

５つの
宣　言

管理

事業
内容

部

年間案内日数：116日 人件費相当額
(千円)

人件費相当額
(千円)

商工観光課

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

No.

部門

19

通番

達成
目標

管理

融資実績：40件

部

課

○

事業費
(千円)

商工観光課

48,000

48,277

277

経済振興部

本年度（平成２２年度）の事業目標

1,230
達成
目標

活性化事業への助成：1件、公募及び事業採択：1件 人件費相当額
(千円)

2,794

通番 管理

もてなし
　勤労者が住宅資金や生活資金を借りやすくするために、中央労働金庫に対して融
資の原資となる資金の預託（一般預託　27,000千円　生活資金預託20,000千円　生
協預託1,000千円）を行います。
　生活資金預託金は市内在住在勤者を対象に貸付限度額1,500千円、貸付期間5年以
内、資金使途　医療費、教育費、出産費、冠婚葬祭費、耐久消費財購入費、増改築
費の条件で貸付ける金融商品の資金となります。

○

307

270

実　施
計　画

その他
の課題

５つの
宣　言

５つの
宣　言

577

66

No.

観光ボランティア支援事業

通番

16

管理
事業名称等

通番

5



　子育て中の勤労者の生活の安定を図るため、中央労働金庫より教育資金を借り入
れた（限度対象額150万円）場合、利子の全額を助成します。

もてなし

達成
目標

課 商工観光課

事業費
(千円)

　市内在住・在勤の勤労者が市内に住宅を新築・増改築又は購入するために、中央
労働金庫から借り入れた資金（限度対象額500万円）に対して、返済利子の一部(3%
以内)を助成します。
　なお、本制度は平成20年度をもって廃止されましたが、従前の対象者にのみ継続
して補助を行います。

部

補助件数：18件

部門

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

勤労者教育融資資金利子補給事業

経済振興部

人件費相当額
(千円)

事業名称等
５つの
宣　言

275

通番

No.

22

管理

達成
目標

勤労者地震保険等補助事業72

課

部

○

1,044

人件費相当額
(千円)

　勤労者の安心・安全な住宅の確保を図るため、住宅を新築・増改築又は購入する
ために中央労働金庫より資金を借り入れ、民間保険会社の地震保険等に加入した場
合、保険料等（限度額25,000円）を助成します。 経済振興部

もてなし

844

通番

892

事業費総額
(千円)

1,736

実　施
計　画

その他
の課題

事
業
分
類

No.

５つの
宣　言

その他
の課題

事
業
分
類 ○20

実　施
計　画

勤労者住宅利子補助事業

事業名称等

71

管理

No.

通番

No.
事業名称等

○

補助件数：58件

達成
目標

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

もてなし

経済振興部

2,950

1,230

250 三浦市緊急経済対策利子補給金交付事業

通番 管理

23

1,720

　景気の悪化に伴い、中小企業者の資金繰りは一段と厳しさを増している状況にあ
るなか、緊急的な支援策として、平成21年9月～12月末の間に実行された融資に対
し利子補給を行います。
　①1事業業者当たり合計1000万円を限度対象に1％以内
　②利子補給金限度額5万円
　③利子補給期間6ヶ月

本年度（平成２２年度）の事業目標
部門

課
事業
内容

事業費
(千円)

商工観光課

部

管理

もてなし

５つの
宣　言

課

154

923

実　施
計　画

商工観光課

その他
の課題

事
業
分
類

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

21

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

事
業
分
類

実　施
計　画

○

事業名称等

商工観光課

５つの
宣　言

補助件数：11件

事業費総額
(千円)

部門

769

補助件数：15件

部

73

その他
の課題

769
人件費相当額

(千円)

経済振興部

部門

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業費
(千円)

事業
内容

6



換地業務等　1式

経済振興部

達成
目標

研究テーマ数 4件

通番 管理

No.
事業名称等

27 79

達成
目標

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

農地環境整備事業（六合中尾地区）

　六合中尾地区では昭和59年、県三浦合庁建設に伴い、排水先となる狭塚川の改修
工事を市が行いました。その際、市は河川の維持管理上必要となる道路用地等の提
供を地元から受けており、その後の協議の結果に基づき、当該地区の農地整備を行
います。
　営農環境の改善や農作業効率及び農作物の品質の向上を目的として行った、排水
路等の整備工事の完了に伴い、平成22年度は、前年度に引き続き、土地改良事業の
事業主体へ交付金を支出し、換地業務を促進します。

農産課

人件費相当額
(千円)

○

部

事
業
分
類

部門

課

769

実　施
計　画

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業名称等

商工観光課

　農業を今後も三浦市の基幹産業として維持・発展させていくため、消費拡大を図
れる新たな農産物の開拓、農作物の品質や栽培技術の向上、環境保全型農業の推進
等をめざして、三浦市農業協同組合が行っている、新三浦大根群品種改良、すいか
の品種改良、野菜の品質向上試験、害虫発生予察に対する支援を行います。

1,500

もてなし

事業
内容

達成
目標

事業
内容

通番

No.

協同組合共同施設整備促進事業

事業名称等
管理

264

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

補助件数：2件

本年度（平成２２年度）の事業目標

　三崎下町地区において回遊客を増加させ、地域の活性化を図るため、空き店舗へ
の出店事業を行う事業主体に対し、上限を2,000千円として、店舗の借上げや改
修、備品購入等の出店及び運営に係る経費を助成します。

経済振興部

2,269

3,528

2,667

○

課

５つの
宣　言

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

部門

事業費
(千円)

事
業
分
類

部

農産課

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

もてなし

861

その他
の課題

事業費総額
(千円)

その他
の課題

５つの
宣　言通番

26 76 農業振興事業

課

No. 実　施
計　画管理

事業
内容

  協同組合（市内の中小企業者が中小企業等協同組合法に基づき組織する事業協同
組合）に加入する中小企業者の費用負担の軽減及び共同施設利用による高効率化を
図り、市内中小企業活動の振興に寄与することを目的として、協同組合が行う共同
利用施設等整備事業に対し、その事業費の一部を支援します。

もてなし

部

部門

1,606

商店街への空き店舗出店　１件

25

経済振興部

2,922

○

1,514

人件費相当額
(千円)

92

事業費
(千円)

922
人件費相当額

(千円)

その他
の課題

５つの
宣　言

事
業
分
類

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

2,000

経済振興部

商工観光課課

部

部門 もてなし

５つの
宣　言

その他
の課題

事
業
分
類空き店舗活用事業

実　施
計　画

○

事業名称等

256

No.

通番 管理

24

7



農産課

５地区（活動対象　畑：321ha、開水路29.9km、パイプライン11.1km、農道
27.6km）での活動計画書に則った環境保全活動の実施

4,596

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

課

事業費
(千円)

農産課

3,500

1,998

部門

経済振興部

事業費
(千円)

もてなし

2,598

部

畑カン L=514m
排水路工 L=57m

５つの
宣　言

その他
の課題

4,269

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

事
業
分
類 ○

課

経済振興部

初声及び南下浦地区畑地帯総合整備事業

部

部門

人件費相当額
(千円)

769

農産課

事業費
(千円)

課

通番 管理

No.
事業名称等

769

経済振興部

もてなし

9,694

○

部門

部

事業費総額
(千円)

事
業
分
類 ○

事業費
(千円)

部

課

実　施
計　画

部門

人件費相当額
(千円)

事
業
分
類

経済振興部

農地・水・環境保全向上対策事業

５つの
宣　言

その他
の課題

農産課

31,193

実　施
計　画

もてなし

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

No.

8431

通番

５つの
宣　言

39,801
事業費総額

(千円)

8,608

その他
の課題

管理
事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

28

通番

83 諸磯小網代地区畑地帯総合整備事業

82

事業名称等

農とみどりの整備事業

管理

　農業生産基盤の強化と営農環境の改善を図るため、県を実施主体として、初声町
和田及び高円坊地区内約34.1haの事業区域において、平成23年度まで段階的に、畑
地かんがい施設、農道及び排水路を総合的に整備します。
　平成22年度は、畑地かんがい施設及び排水路の整備工事に対する地元（土地改良
区）の負担分について、その一部を負担します。

事業
内容

　農業生産基盤の強化と営農環境の改善を図るため、県を実施主体として、三崎町
諸磯及び小網代地区内約30haの事業区域において、畑地かんがい施設、農道及び排
水路を総合的に整備します。農林水産省所管の国庫補助事業の新規採択を受け、平
成29年度まで段階的に整備を進めます。
　平成22年度は、県が計画樹立調査を行うにあたり、その一部を負担します。

計画樹立調査 1式

達成
目標

No.

　国、県及び市によって、それぞれの負担割合に応じた負担金を県協議会へ支出
し、県協議会を通じて、農地、農業用施設、農地を取り巻く自然環境等の保全、管
理を担っていくことを目的として、農業者と非農業者により組織される市内５地区
の各活動組織（環境保全会）の活動を支援します。
　平成22年度は、各活動組織（環境保全会）それぞれで策定した活動計画に基づ
き、農地、農道、水路、ポンプ施設等の点検活動や、農道の補修、側溝の泥上げ、
農地法面の保護のための植栽活動等を行います。また、将来にわたり農地、農業用
施設、農地を取り巻く自然環境等を適切に保全、管理していくための体制づくりを
定めます。

通番

29

事業
内容

和田小谷戸塚ノ越地区かんがい排水施設整備 L=55m
下宮田大坪地区かんがい排水施設整備 L=70m
高円坊榎原地区農道整備 L=180m

事業
内容

達成
目標

事業
内容

81

　排水路が未整備なため、農地が侵食されている区域や、農地からの排水が道路に
流出し土砂の堆積や冠水を引き起こしている区域について、排水路の整備を行い、
農地の保全や営農環境の改善を図ります。また、農道整備を行い、農作業の効率化
を図ります。
　なお、この事業の一部は、有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた
事業について、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度
予算で充当し、事業費2,877千円の予算を繰越して平成22年度に実施します。

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

管理

No.
事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

30

もてなし

8,925

実　施
計　画

５つの
宣　言

その他
の課題

事
業
分
類 ○

8



達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

35

人件費相当額
(千円)

部門

事業
内容

種苗放流の実施（事業規模　9,980千円）

本年度（平成２２年度）の事業目標

33

通番

持続可能な企業等誘致プロモーション事業

事業費総額
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

種苗放流事業

事業
内容

事業名称等
No.

34

達成
目標

農業体験型交流イベント　1回

管理

86

もてなし

事
業
分
類

譲渡手続きの完了

No.

通番

事業
内容

　地元区である松輪区と土地所有に関する調整を図り、平成23年4月1日までに、松
輪区へ譲渡します。

8532 ○

部門

事業費
(千円)

部

1,809

課

事業費総額
(千円)

部

その他
の課題

No. 実　施
計　画

５つの
宣　言

農業後継者対策事業

　企業の新規進出による地域経済の活性化をねらいとして、企業誘致活動を行いま
す。
　平成22年度は、みうら政策研究所、東洋大学大学院から提案される二町谷活用案
と行動計画案及び、二町谷地区活用検討協議会の提案を受け、二町谷地区を中心と
して市にとって最適な企業群へアプローチします。

通番

No.

管理

87

事業名称等

事業名称等

管理

達成
目標

　農家数の減少の要因の一つとして農業後継者不足があげられます。農業後継者不
足を改善し、三浦市内の農家数を維持するため、三浦市農業後継者対策実行委員会
が実施する都市在住女性との農業体験型交流イベントの開催に対し、助成を行いま
す。

通番 管理

農村婦人の家の地域への譲渡（民営化）又は廃止の検討

事業
内容

265

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

企業誘致課

事業費
(千円)

実　施
計　画

もてなし

2,116

17,647

○

課

2,823

1,014

水産課

　アワビ・サザエ等の安定供給を維持するため、漁業協同組合が実施する種苗放流
事業について、三浦市水産物業振興事業費補助金交付要綱に基づき事業費の一部を
補助します。 経済振興部

経済振興部

５つの
宣　言

人件費相当額
(千円)

事
業
分
類 ○

経済振興部

課

農産課

事業費
(千円)

609

2,591

農産課

1,752

その他
の課題

もてなし

部

人件費相当額
(千円)

2,361

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

162

○

2,429

事業名称等

その他
の課題

経済振興部

二町谷地区を一体的に活用できる企業群へのアプローチ1件以上

課

部門

15,531

５つの
宣　言

もてなし

実　施
計　画

その他
の課題

５つの
宣　言

事
業
分
類

部門

実　施
計　画

部

事業費総額
(千円)

事
業
分
類

人件費相当額
(千円)

9



達成
目標

浚渫　V＝1,500㎥
2号船揚場　L=12.0m

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

3,628

69,220

45,859

400
事業費
(千円)

通番 管理

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

184

５つの
宣　言

実　施
計　画

事
業
分
類三崎漁港整備事業

その他
の課題

課

事
業
分
類

No.

72,848

8836

管理

37

No.

通番

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

89

もてなし部門

部

課

事業費
(千円)

水産課

経済振興部

　毘沙門漁港の利用効果の増大と沿岸漁業の振興を図るため、毘沙門漁港2号船揚
場の整備と浚渫を行います。

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

通番 管理

93

５つの
宣　言

市営漁港整備事業39

事業名称等

物揚場L=25m

事
業
分
類

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

90

部

実　施
計　画

事
業
分
類間口漁港（間口地区）広域漁港整備事業

事業
内容

達成
目標

No.

水産課

　間口漁港（間口地区）の利用効果の増大と沿岸漁業の振興を図るため、係留施設
を整備します。

事業費
(千円)

経済振興部

42,139

その他
の課題

○

本年度（平成２２年度）の事業目標
もてなし

69,393
事業費総額

(千円)

1,937
人件費相当額

(千円)

５つの
宣　言

事業名称等

38

その他
の課題

67,456

課

3,720

もてなし部門

○

部門

課

事業
内容

No.

通番

部

事業費
(千円)

城ヶ島南防波堤改良工事一式
二町谷臨港道路・荷捌所工事一式
城ヶ島防波護岸機能保全設計一式
城ヶ島大橋機能保全工事一式
日ノ出２号係船岸壁機能保全設計・工事一式
三浦陸橋、原・向ヶ崎跨道橋機能保全設計一式

経済振興部

事業
内容 水産課

　三崎漁港が今後とも遠洋・沖合・沿岸漁業の拠点として、また、安全で良質な水
産物の流通・加工の拠点としての役割を果たしていくために、県が実施する必要な
整備に対して、事業費の一部を負担します。

○

部門
本年度（平成２２年度）の事業目標

　中小かつお・まぐろ漁業の振興を図るため、全国遠洋沖合漁業信用基金協会が同
漁業者等の債務保証を行うための基金等現在高について、その維持を目的とした出
資を行います。

達成
目標

経済振興部

５つの
宣　言

全国遠洋沖合漁業信用基金協会へ出資

事業名称等

全国遠洋沖合漁業信用基金協会出資事業

その他
の課題

事業名称等

584

人件費相当額
(千円)

もてなし

○

部

水産課

10



通番

97 水揚入(出)港船対策事業

通番

　遠洋・沖合漁船等乗組員へのサウナ・公衆浴場利用券贈呈、水揚船への給水協
力、前年度水揚実績の優秀な漁船等の表彰、遠洋延縄漁船誘致奨励金の交付等を行
い水揚入港船の確保に努めます。

市場施設及び水産施設等への民間活力の導入

42

No.

98

遠洋延縄漁船の水揚入港船63隻

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

達成
目標

みうら漁業協同組合の信用譲渡不足資金等借入に対する損失補償

事業名称等

　みうら漁業協同組合の再建・経営安定化を目的として、経営改善計画に基づき、
計画期間の借入金返済及びみうら漁協の経営再建を監視していきます。

41 247

経営改善計画に基づく指導・助言

No.

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

通番

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

東防波堤（改良）L＝7.0m
東防波堤（新設）L=17.0m
西防波堤（新設）L=30.0m

管理

94 金田漁港漁港漁場機能高度化統合補助事業

事業名称等

通番 管理

達成
目標

No.

もてなし

事業名称等

水産課

５つの
宣　言

事
業
分
類

実　施
計　画

もてなし

５つの
宣　言

8,161

事業費
(千円)

部

○

事
業
分
類

５つの
宣　言

もてなし

事業費総額
(千円)

○

部門

事業費総額
(千円)

課 市場管理事務所

実　施
計　画

部門

水産課課

101,022

経済振興部

経済振興部

97,179

その他
の課題

その他
の課題

事業費総額
(千円)

3,843
人件費相当額

(千円)

もてなし

部

7,728

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

43

　現在、直営としている市場施設・水産施設等において、引き続き、指定管理者制
度導入又は譲渡（民営化）を検討します。また、魚市場冷蔵庫については、維持管
理を使用者負担とする使用料の見直しをします。
　なお、魚介類荷捌所は、今後、荷捌所を必要とする状況は見込めず、又、その他
の適切な利用方法がないため、廃止・撤去します。

人件費相当額
(千円)

事業名称等

達成
目標

施設の現状分析（現状調査、課題整理）
魚市場冷蔵庫の維持管理を使用者負担とする使用料の見直し
魚介類荷捌所の廃止・撤去

達成
目標

事業
内容

9,296

1,568

５つの
宣　言

実　施
計　画

事
業
分
類

7,054

課

事業費
(千円)

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

○

430

経済振興部

1,107

0

430

部

事業費
(千円)

経済振興部

部門

市場管理事務所

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

課

　金田漁港の利用効果の増大と沿岸漁業の振興を図り、荒天時の越波対策を進める
ため、東防波堤（新設・改良）及び西防波堤（新設）の整備を行います。

No.

40

部

事
業
分
類

実　施
計　画

○

事業費
(千円)

部門

その他
の課題

11



（部門経営会議庶務担当課　もてなし総務室）

　業績目標は、平成22年4月6日部門経営会議（もてなし政策経営会議）において審議決定後、4月9日政策会
議に報告し、確定したものである。

12


